
NO.110 （4）日 高 市 議 会 だ よ り

置
を
講
じ
て
保
険
料
の
上
昇
を
抑

制
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

　

本
決
算
は
、
埼
玉
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
の
条
例
を
反
映

し
た
も
の
だ
が
、
加
入
者
の
大
き

な
負
担
と
制
度
の
不
安
を
そ
の
ま

ま
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
議
案
に

反
対
す
る
。

　

議
案
第
53
号　

賛
成
討
論

　

本
決
算
は
、
保
険
料
の
収
納
を

適
切
に
行
う
と
と
も
に
、
広
域
連

合
へ
の
納
付
を
確
実
に
実
施
し
て

お
り
、
安
定
し
た
財
政
運
営
へ
の

努
力
が
認
め
ら
れ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
議
案
に

賛
成
す
る
。

（
議
案
第
54
号
）

　

�

令
和
元
年
度
日
高
市
介
護
保
険

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
に
つ
い
て

　

歳
入
総
額
が
40
億
１
千
908
万
１

千
600
円
、
歳
出
総
額
が
39
億
218
万

４
千
697
円
で
、
歳
入
歳
出
差
引
額

は
、
１
億
１
千
689
万
６
千
903
円
で

あ
る
。

�

（
賛
成
多
数
で
認
定
）

　

議
案
第
54
号　

反
対
討
論

　

本
決
算
で
は
、
保
険
料
が
県
平

均
よ
り
も
低
く
抑
え
ら
れ
る
な
ど
、

高
齢
者
施
策
の
努
力
が
認
め
ら
れ

る
も
の
の
、
第
１
号
被
保
険
者
の

保
険
料
は
、
３
年
ご
と
の
見
直
し

の
度
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
年
金
の

引
き
下
げ
が
続
く
方
に
と
っ
て
大

き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
要
介
護
・
要
支
援
認

定
者
数
は
、
平
成
30
年
度
末
比
で

104
人
増
え
て
お
り
、
介
護
保
険
の

重
要
性
は
増
し
て
い
る
。

　

負
担
軽
減
を
図
り
安
心
し
て
介

護
保
険
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
に
は
、
国
の
財
政
措
置
を

増
や
す
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
、

国
庫
支
出
金
は
、
平
成
30
年
度
比

で
478
万
９
千
994
円
減
少
し
て
お
り
、

本
来
国
が
25
％
負
担
す
べ
き
財
源

が
16
．８
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る

よ
う
に
現
状
で
は
不
十
分
で
あ
り
、

被
保
険
者
に
過
度
の
負
担
を
求
め

る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
議
案
に

反
対
す
る
。

　　

議
案
第
54
号　

賛
成
討
論

　

本
決
算
は
、
高
齢
化
の
進
展
で

増
加
す
る
介
護
給
付
費
に
適
正
に

対
応
す
る
と
と
も
に
、
低
所
得
者

へ
の
保
険
料
軽
減
措
置
も
な
さ
れ

て
い
る
。 

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
議
案
に

賛
成
す
る
。

（
議
案
第
55
号
）

　

�

令
和
元
年
度
日
高
市
武
蔵
高
萩

駅
北
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

　

歳
入
総
額
が
６
億
２
千
136
万
１

千
698
円
、
歳
出
総
額
が
５
億
４
千

62
万
７
千
756
円
で
、
歳
入
歳
出
差

引
額
は
、
８
千
73
万
３
千
942
円
で

あ
る
。

�

（
全
員
賛
成
で
認
定
）

 

（
議
案
第
56
号
）

　

�

令
和
元
年
度
日
高
市
水
道
事
業

会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

収
益
的
収
入
及
び
支
出
は
税
抜

き
で
、
収
入
11
億
３
千
687
万
２
千

536
円
、
支
出
10
億
５
千
558
万
４
千

706
円
で
、
収
支
差
引
８
千
128
万
７

千
830
円
の
純
利
益
で
あ
る
。

　

資
本
的
収
入
及
び
支
出
は
税
込

み
で
、
収
入
３
億
７
千
513
万
４
千

円
、
支
出
６
億
708
万
２
千
137
円
で
、

繰
越
工
事
資
金
と
な
る
県
補
助
金

100
万
円
を
除
い
た
収
支
差
引
２
億

３
千
294
万
８
千
137
円
の
資
金
不
足

と
な
り
、
当
年
度
分
消
費
税
及
び

地
方
消
費
税
資
本
的
収
支
調
整
額
、

過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
、

減
債
積
立
金
、
建
設
改
良
積
立
金

を
も
っ
て
補
て
ん
し
た
。

�

（
賛
成
多
数
で
認
定
）

　

議
案
第
56
号　

反
対
討
論

　

本
決
算
で
は
、
建
設
改
良
事
業

で
、
北
平
沢
中
継
ポ
ン
プ
場
電
気

設
備
等
の
更
新
、
配
水
管
の
新
設

及
び
老
朽
管
の
布
設
替
え
が
行
わ

れ
る
な
ど
、
市
民
に
安
全
な
水
道

水
を
安
定
し
て
供
給
す
る
た
め
の

大
切
な
事
業
が
行
わ
れ
た
と
理
解

す
る
。

　

し
か
し
、
昨
年
10
月
に
消
費
税

及
び
地
方
消
費
税
率
が
引
き
上
げ

ら
れ
た
結
果
、
営
業
収
益
の
「
仮

受
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
」
の

額
が
一
昨
年
度
比
で
523
万
９
千
350

円
増
え
て
お
り
、
国
の
政
策
の
反

映
で
は
あ
る
が
、
結
果
と
し
て
市

民
の
負
担
を
増
や
す
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
議
案
に

反
対
す
る
。

　

議
案
第
56
号　

賛
成
討
論

　

本
決
算
は
、
経
費
を
縮
減
し
、

効
率
的
な
経
営
に
努
め
る
と
と
も

に
、
純
利
益
を
積
み
立
て
て
補
て

ん
財
源
を
確
保
す
る
ほ
か
、
補
助

金
や
企
業
債
を
活
用
し
て
年
々
増

加
す
る
資
本
的
支
出
の
財
源
確
保

に
も
努
め
た
と
認
め
ら
れ
る
。

　

経
費
を
縮
減
す
る
一
方
で
、
耐

震
化
工
事
や
大
規
模
更
新
工
事
な

ど
の
必
要
な
事
業
は
後
送
り
せ
ず
、

積
極
的
に
進
捗
さ
せ
る
な
ど
、
限

ら
れ
た
財
源
で
メ
リ
ハ
リ
を
利
か

せ
た
効
果
的
な
予
算
執
行
が
な
さ

れ
た
と
判
断
で
き
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
議
案
に

賛
成
す
る
。

（
議
案
第
57
号
）

　

�

令
和
元
年
度
日
高
市
下
水
道
事

業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

収
益
的
収
入
及
び
支
出
は
税
抜

き
で
、
収
入
10
億
５
千
381
万
１
千

146
円
、
支
出
10
億
886
万
１
千
340
円

で
、
収
支
差
引
４
千
494
万
９
千
806

円
の
純
利
益
で
あ
る
。

　

資
本
的
収
入
及
び
支
出
は
税
込

み
で
、
収
入
３
億
４
千
529
万
２
千

542
円
、
支
出
７
億
７
千
297
万
９
千

560
円
で
、
収
支
差
引
４
億
２
千
768

万
７
千
18
円
の
資
金
不
足
と
な
り
、

当
年
度
分
消
費
税
及
び
地
方
消
費

税
資
本
的
収
支
調
整
額
、
過
年
度

分
損
益
勘
定
留
保
資
金
、
減
債
積

立
金
を
も
っ
て
補
て
ん
し
た
。

�

（
賛
成
多
数
で
認
定
）

　

議
案
第
57
号　

反
対
討
論  

　

本
決
算
で
は
、
建
設
改
良
事
業

で
、
武
蔵
高
萩
駅
北
土
地
区
画
整

理
事
業
地
内
の
雨
水
管
渠
及
び
汚

水
管
渠
の
整
備
工
事
並
び
に
浄
化

セ
ン
タ
ー
施
設
の
増
設
工
事
が
行

わ
れ
る
な
ど
、
水
道
事
業
と
並
ん

で
市
民
生
活
に
必
要
な
施
設
の
整

備
が
行
わ
れ
た
と
理
解
す
る
。
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